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モノ作り産業について思う

経済産業省　中部経済産業局長
佐藤　樹一郎

　名古屋に赴任して5ヶ月が過ぎましたが、いろいろな企業で経営者や現場の責任者の
お話を伺うにつけ、この地域がモノ作りとイノベーションの世界の中心になりつつある
との感を強くしています。
　世界の中心になるためには、次の3つの要素、すなわち、①世界のリーダーで世界標準
を作り出すようなトップ企業が存在していること、②その回りにモノ作りの中核をなす
多くの関連企業・中小企業がネットワーク型に存在していること、③先端的な研究を行なっ
ている大学を核とし、新しいベンチャー企業が絶え間なく生まれてくる環境が整ってい
ること、が備わっていることが必要です。このうち、①は説明の必要もなく、トヨタをは
じめ、デンソー、ヤマザキマザックなど世界に冠たる企業がこの地に本拠を構えています。
これらのトップ企業とビジネスを開こうとして世界中からひっきりなしの来訪者があ
りますし、今後はこのようなトップ企業の回りに、世界中からの企業の事業所が増えて
いくことと思います。②の点は、私がこの地に赴任してから一番感銘を受けている点です。
多くの中小企業、なかんずく５０人から１００人ぐらいの従業員を抱える中小企業の技
術水準がとても高い。よく、中小企業集積の例として東京大田区と東大阪が挙げられま
すが、東海3県の中小企業集積があまり言われないのは、愛知、岐阜、三重などの一円に広
く高い技術をもった中小企業が散存していることによると思われます。中小企業は、例
えば繊維機械の製造、仏壇仏具のメッキなどをその起源とし業態を変えつつ成長してき
たという各々のストーリーを持っています。その中のいくつかがトヨタやヤマザキマザッ
クやブラザー、日本ガイシなどの大企業に育っていったわけです。多くは、一次、二次、三
次などと分類される下請け的な位置づけと見られますが、実はそれもピラミッド型から
ネットワーク型に変身しつつあるように思います。すなわち、強い中小企業は、特定の親
企業にのみ納品するのでなく、同業他社、あるいは他業種とも取引関係を持ってきてい
ます。例えば、大垣のある金型メーカーは、高い金型技術を活かして、自動車部品やＨＤ
Ｄのサスペンサーを製造しています。このように、中小企業が大企業に一方的に依存す
るのではなく相互依存関係を深めて行こうとしています。大企業もそれを支援している
ように見えるのは、心強い限りです。
　③点目は、まだ弱いかも知れません。産学官の連携、大企業と中小企業の連携、金融と
の連携、知的財産、人材育成あるいはベンチャー支援のサービス業育成など、私ども中部
経済産業局の行政もこの課題に取り組むべき点が大きいと考えています。
　総合科学技術会議では、今後5年間で総額２５兆円の政府研究開発投資を行うことが
決められました。その重点4分野の対象のひとつはナノテク材料です。また、経済産業省
で作成した技術戦略マップにおいては、ナノテクが産学官挙げて取り組むべき分野であ
り、医療やエネルギー、地球環境問題など今後の少子高齢化の中で世界的に取り組んで
行かなければならない課題を解決するための重要技術として取り上げられています。こ
れらの課題に正面から取り組み、中部地域ひいては日本を世界のイノベーションセンター
としていくために、ファインセラミックセンターへの期待は大きなものがあると思いま
す。
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科学技術大競争時代を生きる

財団法人ファインセラミックスセンター
常務理事　材料技術研究所長　　種村　榮

4月1日に材料技術研究所長に就任した種村です。
設立以来２０年経過しました当センターに関しましては、着任する前にも色々関わりがございました。私を理解し

て頂く目的で、以下に少しその一端を紹介しておきます。

旧名工研におりましたときに当センターは発足し、その経緯等も若干知り得ていたことから始まります。また、そこ
で所長をしておりましたときに、当時の研究所長をされておりました柳田博明先生と、『JFCCと名工研の間で「競争と
協調」の関係を強め、相互の強い研究分野を連携相補してさらに発展させよう』との意見一致で名工研から研究者を1
－2年の期間で派遣したこと（現在は途切れているようです）。さらに、6年ほど前に、この地域の材料技術をさらに世
界的に強くするための『ワールドマテリアルセンター構想』を柳田先生と共に打ち上げました。これは、ある企業が時
間と金をかけて研究開発した材料の中で、何らかの理由で産業化を断念したものを、それを他の産業化のために必要
とする他企業にワールドワイドにトランスファーして「日の目を見る」ように、『最高の目利きと人間ネットワークを
有する識者群による技術マッチング』事業として展開しようとしたものです。これによって、研究開発に携わった人材
群を散在させることなく、新たな分野・場所でその能力を発揮できると考えたのです。こうした事業はJFCCの有すべ
きソフト機能の一つになるのではと今でも思っています（平成１７年度の調査報告書では、機能そのものは必要性が
認められるが、この機能を有する組織モデルとして会費制は難しいとの結論が出ました）。
　　
名工大の時には、研究上色々な評価・試験装置（特に、断面ＴＥＭ試料作製装置）を使わせて頂き、大変助かりました。
また、平成１６－１７年に中経連による「中部ナノテク推進協議会」（柳田先生を座長、種村はこの会の専門部会長を務
めた）に関係し、来年4月目標に当センター内に「ナノテクセンター」を新たに設立し、ナノテク（ナノは１０億分の1メ
ーター、DNAの螺旋の直径が約１ナノです）の産業界に役に立つ研究を目指す構想を纏めたことです。現在のセンター
の有するポテンシャルの最も高い部分の一つである「電子顕微鏡によるナノ構造解析」と「材料計算機設計」を組み合
わせて「ナノ材料解析」を研究のコアーとする計画ですが、具体的研究の詳細は産業界からのご意見も聞いて今後詰め
ることになるでしょう。こんな状況で、このセンターに着任するに当たって、それほど違和感を持ちませんでした。悪
く言えば「緊張感が無い」のかも知れません。

しかし、ほぼ2ヶ月経過して、当センターの公益法人としての組織上避けられない運営上の、国研や大学との「文化の
違い」（ある部分では民間のやり方を取り入れ、ある部分では役所のやり方を取り入れるといった）も良く判ってきま
した。しかし、研究所の主役は何と言っても「研究者」です。研究目的、研究目標（目的と目標は違います。目的は研究哲
学を具体化する大きな戦略ですし、目標はそれを達成するための具体的方策（戦術））、研究内容、研究計画の立案・実効
に関しては、研究者が全責任を持たねばならないことは、どの組織形態の「研究所」でも同じでしょう。研究当センター
も「科学技術」の大競争時代に突入した今、研究活動を発展させるために民間や国からの委託研究を獲得することが必
要ですが、これを目的化したのでは研究所の発展は止まるでしょう。先ず、「産業界が注目する第１級の応用基礎研究」
（私の研究の分類は、大学院時代にお世話になった上田良二先生からたたき込まれました、「基礎」の対偶は「末梢」、次
に「純正」と「応用」、これを組み合わせることです）の成果を多数排出することだと思います。それによって産業界から
当センターへの信頼がゆるぎないものとなり、良循環が生まれます。研究所長はこうした研究者の「束ね」として、当セ
ンターの経営会議や理事会では、時には研究者を擁護・激励する側に立ち、ある時はこうした成果が生まれるように厳
しくアドバイスする役目と理解しております。このために、全力を尽くしたいと思います。どうかよろしくお願いしま
す。

Japan Fine Ceramics Center就任挨拶就任挨拶
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Japan Fine Ceramics Center事業報告事業報告

理事会・評議員会の開催

　6月9日、第42回評議員会及び第43回理事会を開催しました。
　平成17年度事業報告・収支決算、役員の交代等の議案について承認されました。

○第４２回評議員会

　日　時　平成１８年６月９日（金）１４：００～１５：００
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．理事の選任及び退任について
　　　　［報告事項］
　　　　　１．平成１７年度事業報告書及び収支決算書承認について
　　　　　２．評議員・顧問・参与の委嘱及び委嘱解除について 
　　　　　３．役付理事の互選について
　　　　　４．ナノテクセンター(仮称)構想について

○第４３回理事会

　日　時　平成１８年６月９日（金）１６：００～１７：００
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．平成１７年度事業報告書及び収支決算書承認について
　　　　　２．評議員・顧問・参与の委嘱及び委嘱解除について 
　　　　　３．役付理事の互選について
　　　　［報告事項］
　　　　　１．理事の選任及び退任について
　　　　　２．ナノテクセンター(仮称)構想について

１．理事の選任及び退任

  副会長　　稲垣　　司 愛知県　副知事

3

（新任） （役職）

長谷川信義

（退任）

２．評議員・顧問・参与の委嘱及び委嘱解除

  評議員　　堀口　　隆
  顧　問　　岡山　紀男
  参　与　　神崎　修三

共立マテリアル株式会社　代表取締役社長
社団法人日本ファインセラミックス協会　会長
独立行政法人産業技術総合研究所 中部センター所長

（新任） （役職）

宮武　一伸
金川　重信
筒井　康賢

（退任）

第42回評議員会での理事長挨拶 第43回理事会での会長挨拶



超電導線材内でピン止めされた磁束量子を
電子線ホログラフィーによって可視化できた

　超電導体に磁場を印加すると、
量子化された磁束は、超電導体
に侵入し、粒界や転位などの結
晶の欠陥によってピン止めされる。
(図1)
　このピン止めの性状を詳細に
調べることにより、超電導線材
の特性向上を狙うことが可能と
なる。

　超電導線材を臨界温度以下まで冷却し、YBCO中でピン止めされた磁束量子を
電子線ホログラフィーによって可視化した。（図2）

試料　ハステロイ上にGd2Zr2O7およびCeO2を成膜し、PLD法によって
　　　YBCOを積層した超電導線材

方法　TEM観察用の薄膜を作製し 、TEM冷却ホルダーに固定
　　　磁場中で約30Ｋまで冷却し、ホログラム撮影

Japan Fine Ceramics Center研究成果 1研究成果 1

超電導材に侵入する磁束の電子線ホログラフィーによる観察

図1. 超電導体に磁場を印加したときの模式図

図2. 電子線ホログラフィーによって可視化された磁束
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背 景

目 的

成 果

今後の展開 ピン止め位置をナノ構造解析することにより同定する

超電導体に侵入する磁束を電子線ホログラフィーによって観察する

真空中に漏れた磁束

謝　　辞 ： 本研究は、超電導応用基盤技術研究体の研究として、NEDOの委託により実施したものである。 

超電導薄膜

バッファー層

基板



AlNとBNの固溶体である薄膜を成長し、基礎的な物性評価を進めた

AlNはセラミックとしてだけではなく半導体としても研究されている。
　→Bは有力な構成元素であるが充分には研究されていない。

　多結晶ではあるものの、広い組成範囲で
AlBN薄膜を得ることができた
＜AlNからBNにわたり、B組成（AlXB1-XN）の
xで0.1及び0.3を含む＞

図2.TEM観察において粒径が数nmオーダーの多
結晶膜であった。�
　→析出等は観察されなかった。

図3.XPS測定においてB1sピークはBNでの束縛エ
ネルギー(B.E.)に一致した。
　→窒素結合を伴って取り込まれた。

Japan Fine Ceramics Center研究成果 2研究成果 2

RF-MBE法によるAlBN薄膜の成長及び評価
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背 景

高融点金属の昇華が可能なEBガンを活用して固溶体を得る。
　→電子状態，結晶構造を評価し応用展開を検討する。

目 的

AlBN film

AlN buffer

SiC
substrate100 nm

成 果

今後の展開 エピタキシャル膜の実現
バンドギャップ等の物性の評価

電子素子、発光素子用
半導体薄膜への適用

謝　　辞 ： 本研究は、超電導応用基盤技術研究体の研究として、NEDOの委託により実施したものである。 

参考文献 : 山下ら、日本セラミックス協会第17回秋期シンポジウム講演予稿集,297 (2004)

図1. RFプラズマ励起分子線
　　 エピタキシー装置（RF-MBE）
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分離膜を透過したガスが容積一定の容器に溜まる際に生じる
圧力変化からガスの透過速度を精密に評価

ナノメーターサイズ以下かつ均一な細孔径分布を有する多孔質膜の評価は
ガス吸着や電子顕微鏡観察では困難

　分離膜が最大ガス透過速度を示すガス流量を確保し、且つ分離膜上流及び下流
の圧力を精密測定して、圧力損失を補正することで、ガス選択性、ガス透過速度の
温度依存性、圧力依存性のデータを精密に測定し、分離膜のガス透過機構を推測。

Japan Fine Ceramics Center研究成果 3研究成果 3

高温分子ふるい機能特性評価技術の開発
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背 景

分離膜のガス透過速度の測定条件依存性を把握し、ガス分離特性の評価に反映目 的

成 果

今後の展開 本評価法を高温水素分離膜の
開発へ適用

高効率水素製造用
膜反応器の開発

謝　　辞 ： 本研究は、経済産業省の「高効率高温水素分離膜の開発」プロジェクトの一環として
　　　　　NEDOの委託を受けて実施したものである。

図2． ガス透過速度の圧力損失補正効果

α-Al2O3基材（NOK製）

圧力補正なし
圧力補正のみ
圧力損失補正後

図1． 定容圧力変化法によるガス透過速度
　　 測定の模式図
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関節液含有成分の組合せにより、
人工股関節の長期摩耗特性評価のための安定で安価な標準潤滑液を作製

摩耗特性評価に牛血清潤滑液を使用  →  血清成分濃度のバラツキ・タンパク劣化
が摩耗特性に影響大  →  他機関評価結果との比較が困難

（1）　液安定化および、より生体環境を再現した潤滑液の作製
　①リン酸緩衝生理的食塩水：pHおよびタンパク成分の安定化
　②EDTA：液安定化、タンパク分解酵素の抑制

（2）　標準潤滑液中でのHipシミュレータによる摩耗試験 （図1）
　①液安定性の向上の確認
　②溶解成分種とタンパク濃度により、摩耗量の制御可能 （図2）
　　→  牛血清に代わる摩耗試験用標準潤滑液として使用可能

Japan Fine Ceramics Center研究成果 4研究成果 4

人工股関節の摩耗特性評価用標準潤滑液の開発

7

背 景

組成が一定で、液安定性・耐劣化性の向上した標準潤滑液を開発
→  ISO への提案：世界標準の評価法

目 的

成 果

今後の展開 安定性と再現性に優れた 
標準潤滑液の開発

ISOへの 規格提案

謝　　辞 ： 本研究は、経済産業省の「人工股関節部材等の安心・安全性に係わる評価技術の標準化」の一環
　　　　　として委託を受けて実施したものである。

図1． Hipシミュレータ装置(左)および
　　 市販の人工股関節部材(右)

Hipシミュレータ装置Hipシミュレータ装置

潤滑液 ZrO2骨頭 ステム

骨頭

ポリエチ
レンカップ

ZrO2骨頭 ステム

骨頭

カップ

ポリエチ
レンカップ

図2． 種々の濃度の2成分溶液（アルブミンと 
　　 グロブリン系）中での摩耗結果（コントロール：
　　 EDTA含有リン酸緩衝生理的食塩水）

サイクル数 / 万回

25%牛血清

コントロール＋アルブミン＋グロブリン

コントロール＋1/2アルブミン＋1/2グロブリン

コントロール＋1/4アルブミン＋1/4グロブリン

コントロール＋アルブミン＋グロブリン－Na2HPO4

重
量

変
化

量
 /

 m
g

参考文献 : 高玉博朗,水野峰男,瀧川順庸,生体医工学,43, Supple.1, 242 (2005).
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平成18年4月19日（水）から21日（金）までの3日間、名古屋市中小企業振興会館で、第20回最新科学機器展　第8回計
量計測総合展が開催されました。
科学、計量機器の専門展として大規模展示会の1つであり、中部地域における開催は、3年ぶりということもあり、研
究者の注目度も高いことから、当センターも協賛するとともに、はじめて産学官連携テーマゾーンに10件のポスター
を出展、5テーマの成果発表、2件の記念講演を行いました。
多数の方にご来場をいただき、ＪＦＣＣの研究成果の一端を紹介できるよい機会とすることができました。

第20回最新科学機器展　第8回計量計測総合展に協賛、出展しました

トピックストピックス
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会場全景 平山部長の研究成果発表

・ 成果発表
平山　　司　部長
北岡　　諭　グループマネジャー
岩本　雄二　グループマネジャー
東田　　豊　主任研究員
水田　安俊　副主任技師

電子線ホログラフィーによる半導体ドーパントプロファイルの2次元解析
アルミニウム合金鋳造用セラミックス
高選択性セラミック水素分離膜
100GHz帯複素比誘電率測定技術
Ｘ線CTによる骨修復材料の生体内変化の直接観察

・ 記念講演
楠　美智子　グループマネジャー
松原　秀彰　部長

ＳｉＣ表面分解法によるカーボンナノチューブの機械的応用
電子ビームＰＶＤ法によるセラミック熱遮蔽コーティング

・ ポスター展示（上記5テーマのポスターの他に下記5件を展示して紹介）

ＳｉＣ表面分解法によるカーボンナノチューブ
電子ビームＰＶＤ法による新規遮熱コーティング
ＳＯＦＣ燃料極
財団法人ファインセラミックスセンター（ＪＦＣＣ）の事業
ＪＦＣＣの研究方針

ポスター展示 北岡ＧＭの研究成果発表
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関西経済連合会を母体とし、新事業・新産業創出の促進等を目的とした非営利団体アイ・アイ・エス（ＩＩＳ）（新事業
創出機構）主催の第15回シーズフォーラム（平成18年5月23日（火）開催）に参加しました。
シーズフォーラムは、大学、研究機関などから、ＩＩＳおよび関西経済連合会の会員企業、関連企業へのシーズ提供

の場として各企業の社内活用に繋げるフォーラムであり、シーズの事業化、参加企業の新規事業シーズ発掘に利用し
てもらう目的で開催されています。
今回は、大阪府立大学、（社）関西経済連合会との共催となり、「有機系、無機系材料のナノテクノロジー」の共通テー

マで開催されました。当センターの関西地区でのＰＲチャンスと捉え、下記のテーマの発表を行いました。
約100名の参加者による活発な質疑応答がなされ、関心の高さを感じ取ることができました。「詳しい内容を知りた
い」とのアンケート回答を頂いた方々に、個別にフォローを行っていく予定です。

アイ・アイ・エス第15回 シーズフォーラムに参加しました

トピックストピックス
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種村所長の講演 岩本ＧＭの発表

・ 「ＪＦＣＣ材料技術研究所の現状と研究開発」
常務理事　材料技術研究所長　　種村　　榮

・ 「高温水素分離膜用セラミック膜の開発」
材料技術研究所　研究第一部　ハイブリッドプロセスグループ　グループマネジャー　　岩本　雄二

・ 「ヒト骨に近い機械特性と生体活性を持つ有機・無機複合バイオ材料」
材料技術研究所　研究第二部　バイオマテリアルグループ　副主任研究員　　橋本　雅美

・ 「長繊維強化複合材料による最大歪／累積歪メモリセンサー」
材料技術研究所　研究第二部　複合・焼結設計グループ　主任研究員　　奥原　芳樹

橋本副主任研究員の質疑応答 奥原主任研究員の発表



Japan Fine Ceramics Center

この6月、ムジカセラミカ振興会は設立後、4年を迎えます。
設立当初からムジカセラミカの演奏で愛・地球博を盛り上げるとともに広く日本全国、海外の皆様にファインセラ

ミックス製の楽器の素晴らしさをアピールすることを目標としてきました。おかげをもちまして、昨年5月、8月の2回、
コンサートをする機会を得て、所期の目的を達成することができました。
今後とも、引き続き、中部地域で生まれた文化・ムジカセラミカを多くの人々に伝えてまいります。

平成18年度ムジカセラミカ振興会総会、第5回定期公演in名古屋の開催

トピックストピックス
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去る4月20日（水）　電気文化会館（名古屋市中区）において18時から、ムジカセラミカ振興会総会を開催しました。
会議は杉野会長（（株）ＩＮＡＸ代表取締役社長）の挨拶の後、審議に入りました。議案は平成17年度事業報告と収支
決算、平成18年度事業計画案と収支予算案、役員の選任についての5件で、いずれも原案どおり可決されました。
事業計画では下記2の演奏会のほか12月16日（土）世界のタイル博物館（常滑市）で演奏会などを予定したほか、役員
選任では杉野会長が再び選任されました。

１． 総会

総会終了後、19時から電気文化会館ザ・コンサートホールでムジカセラミカ第5定期公演in名古屋を開催しました。
プログラムは2部構成で、Ⅰ部ではモーツァルト生誕２５０周年に因み、モーツァルト作曲　ピアノ三重奏曲　Ｋ，

４９８「ケーゲルシュタット・トリオ」などを演奏。Ⅱ部では箏とフルートの共演により宮城道雄作曲「春の海」を、混声
合唱、管弦楽団、マリンバ、ピアノにより日本の四季をテーマに「早春賦～海～紅葉～ペチカ」を演奏し自然の美しさ、
大切さを訴えました。

２． 演奏会

ムジカセラミカ振興会総会 第5回定期演奏会in名古屋



Japan Fine Ceramics Centerエアーポケットエアーポケット

サンフランシスコで4月17日から21日まで開かれた、ＭＲＳのspring meeting に出席するため海外出張をしました。
目的は、民間委託の研究成果を発表する事と、研究委託分野の海外における研究状況を調べるためです。委託元の方と
私とで分担して口頭発表を2件ほど行いました。質問も多くあり、興味を持ってもらえたようでした。守秘義務があり
ますので調査内容について詳細をここで述べるわけにはいきませんのでMRSに参加した印象を中心に報告します。日
本の応用物理学会をゆったりさせたというのが全般の印象です。MRSは春が西海岸、秋が東海岸で行われるため、発表
分野もそれぞれの地方の特色にあわせたものを選択しているようです。そのため、年に2回参加する人は少なくほとん
ど年1回の参加になるようです。それに加え発表原稿を審査することで比較的きれいにまとまった研究が多い印象が
ありました。口頭発表は招待講演の割合が1/3くらいと非常に多くなっていました。研究の進展状況を時間をかけて
発表するので理解がしやすくありがたいのですが、正直何年前の話だというものも多くバランスを取るのがむずかし
そうです。発表の多くがポスターセッションに回っており、1対1で説明を受けながら議論を深める事ができました。
同じ研究分野でありながら、日本の研究トレンドと米国を中心とした研究トレンドが大きく異なっていたことは驚き
でした。論文を追うだけでは、見逃してしまいがちな点です。

　次に、講演スケジュールですが、口頭発表は朝8時から始まり、夕方5時過ぎまで続きます。その後、夜8時から１１時
までポスターセッションがあります。進行は時間厳守が厳しく質問が残っていても時間が来ると次の発表へ移って行
きます。これは日本の学会とは大きく異なる点です。発表会場が広くゆったりしていること、ホテルと会場の移動が容
易な事、休憩時間にはコーヒーが振る舞われることなどから応用物理学会に参加したときのような疲労感は少ないで
すが、起きている間、食事時間以外は聴講で占められるというタフな学会でした。幸いなことに、サンフランシスコは
こぢんまりしているので食事をしにチャイナタウンやフィッシャーマンズワーフまで足を伸ばせたのが良い息抜き
になりました。
　会場では以前ポスドクとしてＪＦＣＣに来ていた中国人研究者との偶然の再会もあり、旧交を温めることができま
した。
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講演の様子 質疑の状況

ＭＲＳスプリングミーティングに参加して

材料技術研究所　研究第一部　電子機能グループ
主任研究員　石川　由加里



Japan Fine Ceramics Centerエアーポケットエアーポケット

こぼれ話をひとつ、ホテルについて荷ほどきも終わらない頃、火災報知器が鳴り出しました。最初は、故障だろうと
思っていたが止まりません。英語でアナウンスが流れたのですが聞き取ることができず、不安になって荷物を持って
廊下に出るとほかにも日本人が二人そこにいました。エレベータでロビーまで行くとそこにはいつもの風景が広がっ
ていました。部屋に戻ると「サンフランシスコ大地震の時間にあわせて明日警報をならす。」とメッセージが留守電に
入っていました。この日はそのリハーサルだった様です。チェックインの時に知らせてくれれば慌てなかったのに不
親切です。翌日はサンフランシスコ大地震１００周年記念日、隣の会場では地震会議が開かれ、町中では免震構造の展
示がありました。ケーブルカーも当日は１日只になりました。

今回の出張は、JFCCのスタッフのみならず委託元の企業のご理解があって実現したものであることを深く感謝す
るとともに皆様にお知らせして終わりにいたします。
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湾内に浮かぶアルカトラス島 海上からのゴールデンゲートブリッジ

市内のケーブルカー フィッシャーマンワーフ



Japan Fine Ceramics Center派遣研究員のページ派遣研究員のページ

　平成18年4月1日付けで、日産自動車（株）より再度出向してまいりました。JFCCには、厳密に言うと16年3ヶ月振り
と言うことになります。営業部の辞令を頂き、この度の研究営業の業務は、研究開発畑で育った私にとっては初めての
経験になります。若い研究者と一緒になって、「元気に明るく楽しく」をモットーに、そして、「この仕事、面白かったね。
遣って良かったね。」と言える仕事が1つでも多くなるように頑張って行きたいと思っています。

　昨年の7月、手元にJFCC設立20周年記念誌が送られてきました。先ずは、最初の出向期間であった昭和62年から平
成元年のところに目が向かいました。出向当初の事務所は栄のビルにあり、急激な人員の増加に対応しきれず、地下の
駐車場横にあった窓のない排ガスの匂いがする独房のような狭い部屋に押し込められたこと、栄の事務所から建設中
の建屋に通っての設備・装置の導入準備作業で非常に寒い思いをしたこと（電気もきておらず、暖房は現在の機械特性
測定室にあったガスストーブ1つ）、300ｋW級と100ｋW級のセラミックガスタービンプロジェクトを無我夢中で立ち
上げてきたこと、非破壊検査に用いる既知の人工欠陥入り試験片を作製するのに苦労したこと等が鮮明に思い出され、
懐かしさに浸ることが出来ました。昨年は、定年までのわずかな期間、家から十数分で通勤できる古巣で、楽をさせて
もらおうと思っていましたので、出向は全くの想定外でした。自分自身、2度目の出向でJFCCに在籍している現在の姿
に、若干の驚きを感じています。

　さて、自己紹介として、もう少し過去に触れたいと思います。私のセラミックスとの出会いは、日産自動車に入社し
て研究所のスティールダイカスト開発部隊に配属され、その中で型材開発を担当した時でした。具体的には、1500℃
を超える溶けた鉄による溶着・溶損等で難融性金属の型寿命は著しく短く、濡れ性に着目してここにセラミックスを
適用してみようとした時でした。おりしもオイルショックの直前で、窒化ケイ素・炭化ケイ素が注目され始めた頃です。
その後、スティールダイカスト用型材の研究に引き続き、構造用セラミックスの研究、セラミックガスタービンの研究
開発、セラミックターボチャージャーロータの実用化研究、生産機械へのセラミックス適用研究を行ってきました。中
でも、1985年の世界初の仕事「セラミックターボチャージャーロータの実用化」に携わることができたことは、ラッキー
であったと思っています。材料の選定、複雑形状部品を大量生産する製法の開発、セラミックスと金属の接合技術の開
発、品質保証技術の開発等数多くの困難な課題を乗り越えただけに喜びはひとしおでした。この後、ポストセラミック
ターボチャージャーロータとして大型のテーマ設定に苦しんでいるところで、JFCC出向になりました。精神的には救
われました。

　3年間の出向を終え、戻ってきても大型のテーマ設定は、なされていませんでした。その当時（現在でも当てはまりま
すが）、構造用ファインセラミックスの用途拡大における最大の課題は、「コストと信頼性」にありました。これらの課
題を解決すべく低コスト窒化ケイ素の研究開発、高熱伝導窒化ケイ素の研究開発を開始し、これらのテーマの成果の
一部を持ってシナジーセラミックスの国家プロジェクトに参加しました。平成8年からは再び総合研究所を離れ、セラ
ミックス関連団体（社団法人日本ファインセラミックス協会、ファインセラミックス技術研究組合）を転々として、現
在に至っています。この間、一度も日産自動車の方へは戻っていませんので、ゴーン改革を直接体験していません。

　最後に、今の私見を述べ、出向の挨拶を終わりたいと思います。日本のセラミックス産業は、世界をリードできる産
業の一つとなっています。例えば、日本企業は、セラミックコンデンサ、セラミックICパッケージ、セラミックフィルター
等、世界シェアの80％を越えるような数多くの製品を生産しており、事実上の業界標準を握っています。また、日本は、
国際標準化の活動の中で、幹事国として中心的な役割を果たしています。さらには、セラミックフィーバーの発端になっ
たといっても過言ではないエンジン用セラミック部品の実用化の状況をみても、その内のほとんどを日本企業が行っ
ています。今後とも、日本のセラミックス産業が世界をリードし続け、さらに発展するためには、他国にまねの出来な
い技術・製品を産み出し続けること、戦略的な国際標準化を展開すること、より多くの製品の業界標準を握ることへの
努力の傾注が重要になると思います。これらに対し、JFCCが如何に貢献できるかを常に意識して、業務を進めてまい
りたいと思っています。

（日産自動車（株）より派遣）

出向の挨拶

材料技術研究所　営業部　担当部長
主幹研究員　　安藤　元英
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Japan Fine Ceramics CenterJFCC の動きJFCC の動き

３月３１日付
　退職（自己都合）
　　材料技術研究所　研究第二部　副主任研究員
　　材料技術研究所　試験評価部

　退職（嘱託期間満了）
　　材料技術研究所　研究第一部　参事
  　 材料技術研究所　研究第一部　副主任研究員待遇
  　 材料技術研究所　研究第一部　副主任研究員待遇
   　材料技術研究所　研究第二部

　出向元復帰
　　材料技術研究所　研究第一部　主席研究員
　　材料技術研究所　研究第一部
　　材料技術研究所　研究第二部　主任研究員
　　材料技術研究所　研究第二部

４月１日付
　採用
　　材料技術研究所　研究第一部　副主任研究員
　　材料技術研究所　研究第二部
　　材料技術研究所　試験評価部

　嘱託採用
　　材料技術研究所　研究第一部
　　材料技術研究所　研究第二部

　出向受入
　　材料技術研究所　営業部　担当部長･主幹研究員

４月１６日付
　嘱託採用
　　材料技術研究所　研究企画部　参事

４月２１日付
　出向元復帰
　　材料技術研究所　研究第二部　副主任研究員

５月１日付
　嘱託採用
　　材料技術研究所　研究第一部　主任研究員待遇

高玉　博朗
伊藤　博基

安藤　汀
永野　孝幸
福永　啓一
和田　匡史

山下　正史　　（住友電気工業（株））
佐々木　宏和　（古河電気工業（株））
久野　孝希　　（ＴＯＷＡ（株））
野口　欣紀　　（ＴＯＷＡ（株））

永野　孝幸
和田　匡史
鈴木　雅也

鈴木　健伸
加藤　智樹

安藤　元英 

道下　和男　（日本ガイシ（株）から）

山本　浩史　（アサカ理研工業（株））

森分　博紀

人の動き
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Japan Fine Ceramics CenterJFCC の動きJFCC の動き

表彰

15

○　社団法人　日本セラミックス協会 　 学術写真賞　優秀賞
　　受賞者　 ： 加藤　丈晴、 佐々木　宏和、 平山　司
　　　　　　   小林　広佳（ISTEC）、 山田　穣（ISTEC）、 和泉　輝郎（ISTEC）、 塩原　融（ISTEC）
　　受賞題目 ： 「ジルコニアナノロッド分散YBCO超電導層」

○　社団法人　日本セラミックス協会 　 学術写真賞　優秀賞
　　受賞者　 ： 福永　啓一、 加藤　丈晴、 平山　司
　　　　　　   山田　穣（ISTEC）、 和泉　輝郎（ISTEC）、 塩原　融（ISTEC）
　　受賞題目 ： 「YBCO超電導線材に侵入する磁束量子の電子線ホログラフィーによる観察」

○　財団法人　航空宇宙技術振興財団 　 優秀賞
　　受賞者　 ： 松原　秀彰
　　受賞論文 ： 「ジェットエンジンを支えるセラミック･コーティング技術―現状と将来―」

○　社団法人　日本セラミックス協会 　 進歩賞
　　受賞者　 ： 松本　峰明
　　受賞題目 ： 「遮熱コーティング用新規セラミックス材料の開発」

○　社団法人　日本セラミックス協会 JCerSJ  優秀論文賞
　　受賞者　 ： 齋藤　智浩、 平山　司
　　　　　　　松永　克志（東大）、 山本剛久（東大）、 幾原　雄一（東大）
　　受賞題目 ： 「Localized Strain and Atomic Structures of Symmetrical Tilt Grain Boundaries 
　　　　　　　  in Al2O3 Bicrystals」 

事業案内事業案内

２００６年度研究成果発表会（第１８回）

主催　財団法人ファインセラミックスセンター

名古屋会場
日時
場所
定員

7月25日（火）１３：００～１７：００
名古屋市中小企業振興会館７階「メインホール」　名古屋市千種区吹上２－６－３　ＴＥＬ０５２－７３５－２１１１
300名

東京会場
日時
場所
定員

7月5日（水）１３：００～１７：００
科学技術館地下１階「サイエンスホール」　東京都千代田区北の丸公園２－１　ＴＥＬ０３－３２１２－８４４８
200名



Japan Fine Ceramics Center

Japan Fine Ceramics Center

事業案内事業案内

ＪＦＣＣニュース第８３号　　発行日　２００６年６月３０日　　／　発行人　寺本　敏夫
　　　　　　　　　　　　　　発行所　（財）ファインセラミックスセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒４５６－８５８７　名古屋市熱田区六野２－４－１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　（０５２）８７１－３５００（代）　ホームページアドレス　http://www.jfcc.or.jp
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参加要項

２００６年度研究成果発表会（第１８回） プログラム

●参加料　無料（要申し込み）

●申し込み、問い合わせ先　（財）ファインセラミックスセンター 事業部
　TEL 052-871-3500  FAX 052-871-3503　ＵＲＬ http://www.jfcc.or.jp

15:00～15:45 （休憩）ポスターセッション  ２３件

13:45～14:00 常務理事　材料技術研究所長　種村　榮研究開発方針  

13:00～13:05

東京会場（7/5）

「NEDO技術開発機構の今後の運営方針」

独立行政法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構　理事　本城　薫　氏

1. 「 高効率高温水素分離膜の開発プロジェクトの研究概要 ｣ グループマネジャー　岩本　雄二

2. 「 ナノコーティングプロジェクトの研究概要 ｣

専務理事　菊島　一郎

14:15～14:30 部長　松原　秀彰

3. 「 最大歪記憶センサ開発と構造物健全性診断 ｣14:30～14:45 部長　松原　秀彰

4. 「 高密度・高配向CNTの応用開発と今後の展望 ｣14:45～15:00 グループマネジャー　楠　美智子

主任研究員　石川　由加里

グループマネジャー　北岡　諭

グループマネジャー　高橋　誠治

グループマネジャー　水野　峰男

主催者挨拶

13:05～13:45 特別講演

6. 「 4H-SiCエピタキシャル膜の欠陥低減 ｣16:00～16:15

7. 「 高離型性を有するセラミック型材料の開発 ｣16:15～16:30

8. 「 アスベスト無害化技術について ｣16:30～16:45

9. 「 生体材料特性評価技術の開発と国際標準化 ｣16:45～17:00

14:00～14:15 研究発表

5. 「 JFCCの電子顕微鏡技術とナノテクノロジーへの貢献 ｣ 部長　平山　司

15:45～16:00 研究発表

14:45～15:45 （休憩）ポスターセッション  ４８件

13:45～14:00 常務理事　材料技術研究所長　種村　榮研究開発方針  

13:00～13:05

名古屋会場（7/25）

「ナノテク・材料に関する研究推進」

独立行政法人　物質・材料研究機構   理事長　岸　輝雄　氏

1. 「 高効率高温水素分離膜の開発プロジェクトの研究概要 ｣ グループマネジャー   岩本　雄二

専務理事　菊島　一郎

2. 「 最大歪記憶センサ開発と構造物健全性診断 ｣14:15～14:30 部長　松原　秀彰

3. 「 高密度・高配向CNTの応用開発と今後の展望 ｣14:30～14:45 グループマネジャー　楠　美智子

主任研究員　石川　由加里

グループマネジャー　北岡　諭

グループマネジャー　高橋　誠治

グループマネジャー　水野　峰男

主催者挨拶

13:05～13:45 特別講演

5. 「 4H-SiCエピタキシャル膜の欠陥低減 ｣16:00～16:15

6. 「 高離型性を有するセラミック型材料の開発 ｣16:15～16:30

7. 「 アスベスト無害化技術について ｣16:30～16:45

8. 「 生体材料特性評価技術の開発と国際標準化 ｣16:45～17:00

14:00～14:15 研究発表

4. 「 JFCCの電子顕微鏡技術とナノテクノロジーへの貢献 ｣ 部長　平山　司

15:45～16:00 研究発表


